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筆者らはユビキタス・ネットワー

ク社会に向けたユビキタス・サービ

スの内容を分析することにより、

「ユビキタス的価値」として次の 6

つの要素を明らかにした[4]。

（１）所有から利用へのパラダイ

ム・シフト

有形物（商品）に対する無形物

（情報）の価値が相対的に高まるこ

とで、商品を所有することの価値が

薄まり、利用への価値の移行が促進

され、効率や利便性が高まる。また、

ユビキタス・ネットワーク社会では

本稿では、ユビキタス・サービス

が ITに与える影響を一般的な視点

と具体的な視点の両面から実証的に

分析する。まず、ユビキタス・サー

ビスの本質的な価値をこれまでに提

案されている事例に基づいて抽出す

る。次いでこれらの価値を実現する

ユビキタス・サービスを分類するこ

とにより、ユビキタス・サービスが

ITに与える一般的な影響を明らか

にする。最後にユビキタス・ネット

ワーク社会を実現する上で解決すべ

き課題を述べる。

無線ICタグ（RFIDタグ）がユビ

キタス・ネットワーク社会の先駆け

として大きな注目を集めている。本

稿では、まずユビキタス・サービス

の本質的な価値を明らかにするとと

もに、これらの価値を実現するユビ

キタス・サービスを分類することに

よりITへの影響を分析しよう。

ユビキタス・ネットワーク社会の

進展により、RFIDタグ[1][2][3]に代表

されるように、コンピュータ資源が

いたるところにあるモノや商品に浸

透していくことがもたらす作用に

は、次のような分散化と再結合とい

う２つの方向がある（図１）。

（１）分散化への触媒：社会を分散

化させる方向では、いつでもどこで

も計算機資源が使えるだけでなく計

算機資源自体が地理的空間的にも拡

散していく。

（2）再結合への接着剤：分散して

いるリソースを結合させる方向で

は、このような分散された複数の計

算機資源をネットワーク上で協調的

に連携させ活用するための安全な機

構が必要となる。
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図1 将来のネットワーク・インフラの姿



あらゆる無数の有形物がネットワー

クにつながるようになるので、これ

らすべてを所有すること自体不可能

であり必然的に利用することになる。

例：音楽のCD販売からネット配

信販売、ICVS（インテリジェン

ト・コミュニティ・ビークル・シ

ステム）

（２）Non-PCのネットワーク化

PC以外の情報機器をネットワー

クに取込むことで、それを意識する

ことなく新たな利便性を提供するこ

とができる。

例：POS端末、ネット家電、モ

バイル機器、PDA

（３）トラッキング

ある対象物を、ネットワークを活

用して位置・状態を追跡管理するこ

とで、安全、安心、効率などの価値

を提供することができる。

例：RFIDタグによるSCM（サプ

ライチェーンマネジメント）、建

設機械の保守・監視サービス、製

品ライフサイクル管理

（４）センシング

センサーによって採取したデータ

を、ネットワークを介して活用する

ことで省力化したり、不確実性を減

らしたりすることができる。

例：遠隔介護サービス、廃棄物管

理システム、環境監視システム

（５）時空間の短縮

様々な場所から、いつでもネット

ワークに接続できるようになるた

め、時間・場所の制約にとらわれず

にサービスを受けることができるよ

うになること。

例：どこからでも利用できるよう

なe-learningシステムや遠隔医療

サービス

（６）分散した力の集約

分散している力（知識、頭脳、労

働力、CPU、メモリ等）を、ネッ

トワークを活用して集約し、大きな

力やひとつのサービスとして提供す

ることができる。

例：社内に分散したノウハウをネ

ットワーク経由で集約して活用す

るナレッジマネジメント、コール

センターのSOHO化、PCグリッ

ドコンピューティング

上述したユビキタス的価値を具体

化するサービスを分類するための視

点として、ネットワークへの接続形

態（①いつでも・どこでも②なんで

も）と、ネットワークに接続された

対象が扱う情報の種類（①物理的②

意味的）が考えられる。この2つの

視点に基づいてユビキタス・サービ

スを整理すると図２に示すような３

種類になる。

・モバイル型サービスではいつでも

どこでもヒトがユビキタス・サー

ビスを利用できる。

・M2M型サービスではヒトとヒト

だけでなくヒトとモノ、モノとモ

ノなど、なんでもユビキタス・サ

ービスを利用できる。

・コンテクスト活用型サービスでは

商品やヒトのおかれた状況を理解

して適切な情報を提供したり、意

思決定を支援する。

次ではこれらの３種類のユビキタ

ス・サービスごとにその特徴を明ら

かにする。

◆ユビキタス・サービスの特徴

（１）モバイル型サービス

利用場所・利用時間を問わず、い

つでもどこからでもネットワークに

接続し、情報にアクセスできるサー

ビスである。モバイル型サービスの

例としては、ホットスポット、携帯

電話やPDA、情報家電等によるイ
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・人手作業を機器により自動化し、

ネットワークを通じて利用する

（３）コンテクスト活用型サービス

利用者の属性や状況に応じて必要

な情報やサービスが受動的にタイミ

ングよく提供されるサービスである。

コンテクスト活用型サービスの例と

しては、センサーネットワーク、1to1

情報配信、位置情報提供サービス、

コンシェルジェサービス、コンテク

ストマーケティングなどが考えられ

る。コンテクスト活用型サービスの

特徴をまとめると次のようになる。

・センサー機器から発信されるデー

タを加工・分析・理解する

・センサー機器の状態をリアルタイ

ムで監視し、状況に応じて、最適

な操作を実施する

・ネットワークを利用して消費者の

意見や動向を収集・分析し製品開

発を最適化する

◆企業情報システムへの影響

モバイル型サービスにより、企業

情報システムのユーザインタフェー

スがこれまでの固定的なオフィス内

の端末からモバイル型のいつでもど

こでも使える情報端末へと拡大する

ことだろう。

M2M型サービスでは、企業情報

システムが扱う情報や業務プロセス

自体を大きく変革する可能性があ

る。たとえばRFIDタグが商品に装

着されると、商品ごとに個体管理が

できるようになる。これまでのバー

コードでは商品の種別しか管理して

いなかったので、RFIDタグによる

個体管理が進んでいくと、企業情報

システムのデータベース構造を、

個々の商品の状態を正確に追跡記録

できるように変更する必要がある。

また、個々の商品の情報が正確にリ

アルタイムで完全に蓄積管理されて

いくと、これまでは個別管理できな

かったために必要となっていた商品

情報のサンプリングや平均値などに

より、処理されていたさまざまな予

測・推定作業などで発生していた現

実との誤差が、個別管理された商品

情報の全数探索処理ではなくなるの

で、予測・推定の精度を大幅に向上

ンターネット接続、マルチメディア

キオスク端末などが考えられる。モ

バイル型サービスの特徴をまとめる

と次のようになる。

・ネットワークからコンテンツを取

得し、情報機器で利用する

・Webに蓄積されたデータをいつ

でもどこからでも利用する

・モバイル機器を利用することでシ

ームレスなコミュニケーションを

支援する

・社内に分散するノウハウや知的資

産をネットワークを通じて有効活

用する

・在宅勤務の労働者がネットワーク

を通じて労働力を提供し、労働力

を集約する

・機器そのものを購入せずに、共同

利用することで社会全体の効率を

高める

（２）M2M型サービス

商品同士が連携し情報流通を行な

うことによって、効率化や新たな価

値を生み出すサービスである。

M 2M型サービスの例としては、

RFIDタグによるバリューチェーン

マネジメント、センシングネットワ

ーク、ヒトとモノのコラボレーショ

ンなどがある。M2M型サービスの

特徴をまとめると次のようになる。

・ネットワーク化された機器を遠隔

操作で制御する

・対象機器の移動経路を追跡し、対

象機器の位置を追跡管理する

・対象機器が持つデータを自動的に

採取することで、業務を効率化・

省力化する
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図3 ユビキタスネットワークにおける電子タグの課題



できる可能性がある。

本稿では、ユビキタス・サービス

が ITに与える影響を一般的な視点

と具体的な視点の両面から実証的に

分析した。

まず、これまでに提案されている

事例に基づいてユビキタス・サービ

スの本質的と思われる６個の価値を

明らかにした。また、これらの価値

を実現するユビキタス・サービスを

モバイル型、M2M型、コンテクス

ト活用型に分類することにより IT

への影響を明らかにした。

RFIDタグを用いてユビキタス・ネ

ットワーク上での企業間や組織間で

の協調活動（eコラボレーション[5][6][7]

と呼ぶ）を支援していくためには、

本稿で述べたような技術だけでなく、

今後も次のような課題を継続的に解

決していく必要がある（図３）。

（１）共通言語

商品識別コードの統一など、異な

る企業間で情報流通を実現するため

の用語や表現などを標準化する必要

がある。

（２）連続的な作業空間としての場

企業間で必要な情報を流通させるた

めの共通言語を話す場が必要となる。

このためには、すでに見たように電子

タグのID情報を流通させるプラット

フォームの構築が課題になる。また商

品が移動した場所でネットワークにつ

ながり、その場所にある機器だけでな

く、他の場所の機器ともコミュニケー

ションできるなど、空間的・物理的制

約を意識させないeコラボレーション

を実現できる必要がある。

（３）信頼基盤

単に、商品の情報を処理するだけ

でなく、その情報と利用者とを突合

し、繋いだ相手を信じるための保証

できる ID情報の正当性を保証する

セキュリティが必要となる。

（４）ビジネスインテリジェンス

機器の経路や状態などの情報は、

「今どこにいるか／どういう状態か」

という値である。しかし、経路管理

や機器監視を24時間365日で行うこ

とを考えると、ネットワークに流れ

る情報量は膨大な商品になる可能性

がある。また、このような膨大な情

報から、商品の状態や利用者の意図

を分析・理解するだけでなく商品に

対する操作の妥当性を検証したり、

推奨すべき操作案を提示する機能が

必要になると思われる（図４）。

次回は、RFIDタグに関するユビ

キタス・プラットフォームを紹介

し、その有効性について紹介する予

定である。
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